
２．ワーキング
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今後のコミュニティ交通の導入に向けて
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〇実証運行・継続運行を目指すために、地域の盛り

上がり・協力体制を構築していきたい

【ワーキング：企画・アイデア募集】

①：新型コロナウイルス感染症拡大による生活の変化（１０分）

②：地域資源発掘検討（１０分）

③：機運醸成の企画・アイデア募集など（１０分）



①：新型コロナウイルス感染症拡大による生活の変化
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②：地域資源の発掘検討
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③：機運醸成の企画・アイデア募集！
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【検討にあたっての視点】

■：どうしたらたくさんの人がコミュニティ交通に興味持ってくれる？
利用してくれるだろう？
（そのために、私ができることは？）

■：コミュニティ交通の導入が先ほどの困りごと解決につながるか？

■：コミュニティ交通が導入されると移動が便利になる！
便利以外に何か暮らしに役立つことは？



③：参考（第7回勉強会ワーキングの主な意見）
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•①砧地区で運行を目指しているコミュニティ交通について、期待していることは？
•コミュニティ交通に乗って地域で買い物
•砧図書館や日常の買い物など、行きたい場所がたくさんある
•最近外出が少なくなっている高齢の母がとても喜ぶと思う
•老人だけでなく、誰でも乗れるバスにして欲しい

•どこへ行くにも自分の足で歩ける幸せを感じており、足の悪い方などのために、バスが運行
して欲しい
•高齢者対策だけでなく、子どもの通院対応にも役立って欲しい
•高齢者も子どももコミュニティバスで生活が少しでも楽になって欲しい

②地域で盛り上げていくための工夫は？
•「くるりんバス」のようなネーミングを考える
•話題にして、今まで無関心な方々にもこの取り組みに目を向けてもらえるように努力する
•回数券を買った方に参加店が考えた優待クーポンを発行する
•ワゴン車に試験運行のステッカーを付けて、乗客を乗せた状態でコース案を走ってみる

その他のご意見
•ワゴン車はシックでいて目立つようにして欲しい
•安全対策として、車両からメロディーを流す

•難しい課題が多くあるが、課題を解決してコミュニティ交通が運行したら便利であり、１つ
１つ課題をクリアしていきたいと思う


